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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィールド装置と通信するように構成されるプロセス通信モジュールと、
　表示装置と、
　ユーザ入力装置、
　前記プロセス通信モジュール、前記ユーザ入力装置、および前記表示装置と連結された
制御装置と、を含み、
　前記制御装置は、
　前記表示装置に、前記フィールド装置の機能に関連付けられた複数のタスクを含む階層
的なメニューを表示させ、
　前記タスクを選択するユーザ入力を受信し、
　選択された前記タスクに関する短縮キーのシーケンスデータに従って、前記階層的なメ
ニューを自動的に横断するように構成される、手持ち型フィールドメンテナンスツール。
【請求項２】
　前記制御装置が、前記タスクおよび前記短縮キーのシーケンスデータのリストを保存す
る、請求項１記載の手持ち型フィールドメンテナンスツール。
【請求項３】
　前記制御装置が、前記タスクおよび少なくとも１つの追加のフィールド装置のための関
連付けられた短縮キーのシーケンスデータのリストを保存する、請求項２記載の手持ち型
フィールドメンテナンスツール。
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【請求項４】
　前記制御装置が、前記階層的なメニューを起動させるためのアイコンを、前記表示装置
に表示させる、請求項１記載の手持ち型フィールドメンテナンスツール。
【請求項５】
　前記制御装置が、前記階層的なメニューの構造を示すメニューマップを、前記表示装置
に表示させる、請求項１記載の手持ち型フィールドメンテナンスツール。
【請求項６】
　請求項１に記載の手持ち型フィールドメンテナンスツールによって実行される方法であ
って、
　新規のタスクの作成要求に関するユーザ入力を受信すること、
　前記タスクのラベルに関するユーザ入力を受信すること、
　前記短縮キーのシーケンスである複数のキーストロークに関するユーザ入力を受信する
こと、
　前記タスクおよび前記短縮キーのシーケンスのデータを保存すること、
を含む、方法。
【請求項７】
　前記手持ち型フィールドメンテナンスツールをフィールド装置と連結すること、
　前記フィールド装置についての装置タイプを得ること、
　前記タスクを装置タイプと関連付けること、
をさらに含む、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記タスクおよび前記短縮キーのシーケンスの保存されたデータを別の装置にアップロ
ードすること、
をさらに含む、請求項６記載の方法。
【請求項９】
　前記手持ち型フィールドメンテナンスツールをフィールド装置と連結すること、
　前記タスクを選択するユーザ入力を受信すること、
　保存された前記短縮キーのシーケンスデータに対応する一連の信号を前記フィールド装
置に送信すること、
をさらに含む、請求項６記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　手持ち型フィールドメンテナンスツールは公知である。手持ち型フィールドメンテナン
スツールは公知である。このようなツールは、プロセス制御・計測産業において、オペレ
ータが所与のプロセス施設中のフィールド装置と好都合に通信したり、それらをインタロ
ゲートしたりするのに非常に有用である。そのようなプロセス施設の例は、石油、製薬、
化学、パルプ及び他の流体処理施設を含む。そのような施設において、プロセス制御・計
測ネットワークは、正しく機能している、及び／又は校正されていることを保証するため
に定期的にメンテナンスを要する何十又は何百もの様々なフィールド装置を含むことがあ
る。そのうえ、プロセス制御・計測施設において一つ以上のエラーが検出された場合、手
持ち型フィールドメンテナンスツールの使用は、技術者がそのようなエラーをフィールド
において速やかに診断することを可能にする。手持ち型フィールドメンテナンスツールは
一般に、デジタルプロセス通信プロトコルを使用して知的フィールド装置を構成し、校正
し、それに関する問題を診断するために使用される。
【０００２】
　少なくともいくつかのプロセス施設は非常に揮発性又は爆発性とさえ言える環境を含む
ことがあるため、多くの場合、フィールド装置及びそのようなフィールド装置とともに使
用される手持ち型フィールドメンテナンスツールは、本質安全要件と適合することが有益
である、又はそれを求められることさえある。これらの要件は、適合性の電気装置が故障
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条件下でさえ発火源を生成しないことを保証するのに役立つ。本質安全要件の一例が、Fa
ctory Mutual Research October, 1998によって公布されたAPPROVAL STANDARD INTRINSIC
ALLY SAFE APPARATUS AND ASSOCIATED APPARATUS FOR USE IN CLASS I, II and III, DIV
ISION NUMBER 1 HAZARDOUS (CLASSIFIED) LOCATION, CLASS NUMBER 3610に記載されてい
る。本質安全要件と適合する手持ち型フィールドメンテナンスツールの一例は、商品名モ
デル475 Field CommunicatorとしてAustin, TexasのEmerson Process Managementから市
販されているものを含む。
【０００３】
発明の概要
　手持ち型フィールドメンテナンスツールが提供されている。手持ち型フィールドメンテ
ナンスツールは、フィールド装置と通信するように構成されたプロセス通信モジュールを
含む。手持ち型フィールドメンテナンスツールは、表示装置およびユーザ入力装置も含む
。制御装置は、プロセス通信モジュール、ユーザ入力装置、および表示装置と連結され、
表示装置上でタスクに基づくフィールドメンテナンス動作のリストを生成、およびタスク
に基づくフィールドメンテナンス動作を選択するユーザ入力を受信するように構成される
。制御装置は、選択されたタスクに関する短縮キーのシーケンスを用いてフィールド装置
のメニューを自動的に横断するように構成される。タスクに基づくフィールドメンテナン
ス動作を作成する方法が提供されている。フィールド装置メニューと対話する方法も、提
供されている。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１Ａ】本発明の実施形態が特に有用である手持ち型フィールドメンテナンスツールの
概略図である。
【図１Ｂ】本発明の実施形態が特に有用である手持ち型フィールドメンテナンスツールの
概略図である。
【図２】本発明の実施形態が特に有用である手持ち型フィールドメンテナンスツールの概
略図である。
【図３】本発明の実施態様の手持ち型フィールドメンテナンスツールの構成図である。
【図４】本発明の実施形態による装置記述（Device Descriptions）に用いられるタイプ
を解説した代表的なメニュー階層を図示する概略図である。
【図５】本発明の実施形態による手持ち型フィールドメンテナンスツールを用いて、タス
クに基づくフィールドメンテナンスを提供する方法の流れ図である。
【図６】本発明の実施形態によるユーザ生成タスクを作成する方法の流れ図である。
【図７】本発明の実施形態による手持ち型フィールドメンテナンスツール上でメニューマ
ップを提供する方法の流れ図である。
【０００５】
　詳細な説明
　図１Ａ及び１Ｂは、フィールド装置２０、２３に結合された手持ち型フィールドメンテ
ナンスツール２２の図である。図１Ａに示すように、手持ち型フィールドメンテナンスツ
ール２２は一対の端子２５、２７を含み、これらの端子がテストリード３０、３２にそれ
ぞれ結合し、そしてこれらのテストリードがフィールド装置２０の端子２４に結合されて
いる。端子２４は、そのような手持ち型フィールドメンテナンスツールが装置２０に結合
し、装置２０と対話することを可能にするための専用端子であることもできる。フィール
ド装置に結合するための端子２５、２７の利用は、手持ち型フィールドメンテナンスツー
ル２２とフィールド装置２０との間の有線接続の例を示す。
【０００６】
　図１Ｂは、手持ち型フィールドメンテナンスツール２２が、フィールド装置２３が結合
されているプロセス制御ループ３４に直結する代替構成を示す。いずれの場合でも、手持
ち型フィールドメンテナンスツールとフィールド装置との間の有線接続が、手持ち型フィ
ールドメンテナンスツールが所望のフィールド装置２０、２３と対話することを可能にす
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る。
【０００７】
　図２は、無線フィールド装置１０４と対話する手持ち型フィールドメンテナンスツール
１０２の図である。システム１００は、フィールド装置１０４と通信する手持ち型フィー
ルドメンテナンスツール１０２を含む。手持ち型フィールドメンテナンスツール１０２は
、通信リンク１１４を介してフィールド装置に１０４に通信的に結合されている。通信リ
ンク１１４は、図１Ａ及び１Ｂに示すような有線接続ならびに現在使用されている、又は
開発されている無線通信技術を含む適当な形態をとることができる。手持ち型フィールド
メンテナンスツール１０２は、技術者が、FOUNDATION（商標）フィールドバス、プロフィ
バス及び／又はＨＡＲＴ（登録商標）プロトコルのようなデジタルプロセス通信プロトコ
ルを使用して、フィールド装置１０４を構成し、校正し、それに関する問題を診断するた
め、フィールド装置１０４と対話することを可能にする。ツール１０２のような手持ち型
フィールドメンテナンスツールを使用して、フィールド装置１０４のようなフィールド装
置から構成データを保存することができる。
【０００８】
　フィールド装置１０４は、圧力又は温度のようなプロセス中の変量を感知し、その変量
に関する情報をプロセス通信ループを介して送信する任意の装置であることができる。フ
ィールド装置１０４はまた、プロセス通信ループから情報を受信し、その情報に基づいて
物理的パラメータ、たとえば弁閉鎖を設定する装置であることもできる。フィールド装置
１０４は、それに結合された圧力マニホルド１０６及び電子部品エンクロージャ１０８を
有する工業プロセス流体圧力トランスミッタとして示されている。フィールド装置１０４
は、例を示すためだけに提供されている。実際には、フィールド装置１０４は、任意の工
業装置、たとえばプロセス流体温度トランスミッタ、プロセス流体レベルトランスミッタ
、プロセス流体流量トランスミッタ、弁制御装置又は工業プロセスの計測及び／又は制御
に有用である他の装置であることもできる。
【０００９】
　手持ち型フィールドメンテナンスツール１０２は、一般に、表示装置１２０及び多数の
ユーザ入力ボタン１２２を含むユーザインタフェースを含む。表示装置１２０は、適当な
表示装置、たとえばアクティブマトリックス液晶表示装置又は有用な情報を提供すること
ができる他の適当な表示装置であることもできる。ボタン１２２は、手持ち型フィールド
メンテナンスツールが指示され得る任意の数の機能に関連するボタンの適当な配列を含む
ことができる。ボタン１２２は、数字キーパッド、英数字キーパッド、適当な数のカスタ
ム機能及び／又はナビゲーションボタン又はそれらの任意の組み合わせを含むことができ
る。
【００１０】
　図３は、本発明の実施態様の手持ち型フィールドメンテナンスツールのシステム構成図
である。ツール５２は、潜在的に爆発性の環境における安全性を保証することに役立つた
めに、先に挙げたもののような少なくとも一つの本質安全規格と適合することが好ましい
。手持ち型フィールドメンテナンスツール５２は少なくとも一つの無線プロセス通信モジ
ュール１２１を含む。無線プロセス通信モジュール１２１の適当な例は、公知の無線通信
プロトコル、たとえば公知の無線ＨＡＲＴプロトコル（ＩＥＣ６２５９１）にしたがって
適切な信号を生成及び／又は受信するモジュールを含む。もう一つの無線プロセス通信プ
ロトコルがＩＳＡ１００．１１ａに記載されている。図３は一つの無線プロセス通信モジ
ュール１２１しか示さないが、今ある、又は今後開発される様々な無線プロセス通信プロ
トコルにしたがって通信するために適当な数の無線プロセス通信モジュールを使用するこ
とができることが明らかに考えられる。
【００１１】
　手持ち型フィールドメンテナンスツール５２はまた、少なくとも一つの二次無線通信プ
ロトコルモジュール１２３を含む。無線通信プロトコルモジュール１２３は、図３に仮想
的に示す選択肢の一つ以上にしたがって通信することができる。具体的には、無線通信プ
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ロトコルモジュール１２３は、Bluetooth規格１２４（たとえばパワークラス２定格のBlu
etooth規格２．１）、Ｗｉ－Ｆｉ規格１２６（たとえばＩＥＥＥ８０２．１１．ａ／ｂ／
ｇ／ｎ）、公知のＲＦＩＤ規格１２８、セルラー通信技術１３０（たとえばＧＳＭ／ＣＤ
ＭＡ）及び／又は衛星通信１３２にしたがって通信することもできる。これらの通信技術
及び方法は、手持ち型フィールドメンテナンスツール５２が、直接無線通信により、又は
インターネットを使用して、無線ゲートウェイ又は他の適当な装置と直接通信することを
可能にする。図３には一つの無線通信プロトコルモジュール１２３しか示されていないが
、適当な数を使用することができる。無線プロセス通信プロトコルモジュール１２１及び
無線通信プロトコルモジュール１２３それぞれは、有線プロセス通信モジュール１３８に
も結合されている制御装置１３０に結合されている。制御装置１３０は、好ましくは、そ
の中又は制御装置１３０に結合されたメモリの中に記憶された一連の命令を実行して、手
持ち型フィールドメンテナンスタスクを実行するマイクロプロセッサである。有線プロセ
ス通信モジュール１３８が、手持ち型フィールドメンテナンスツール５２を、端子１４２
、１４４における有線接続を介してフィールド装置に物理的に結合することを可能にする
。適当な有線プロセス通信の例は、ＨＡＲＴ（Highway Addressable Remote Transducer
）（登録商標）プロトコル、FOUNDATION（商標）フィールドバスプロトコル、Profibusな
どを含む。
【００１２】
　手持ち型フィールドメンテナンスツール５２は、表示装置１２０及びキー１２２を使用
してユーザインタフェースを生成するためのユーザインタフェースモジュール１５６を含
む。モジュール１５６は、表示装置１２０と対話するために適当な表示装置ドライバ回路
１５８及び／又はメモリを含むことができる。モジュール１５６はまた、ユーザ入力を受
信するためにボタン１２２と対話するように構成されている入力回路１６０を含む。さら
には、表示装置１２０がタッチスクリーンを含む実施態様において、モジュール１６０は
、タッチスクリーンが受けるユーザのタッチ及び／又はしぐさに基づいて制御装置１３０
へのユーザ入力データを生成するための回路を含むことができる。
【００１３】
　手持ち型フィールドメンテナンスツール５２は、さらなる機能性を促進するいくつかの
さらなるアイテムを含むことができる。具体的には、ツール５２は、ＧＰＳモジュール１
５０のような位置検出モジュールを含むことができる。ＧＰＳモジュール１５０は、適宜
、改善された精度のために広域補強システム（ＷＡＡＳ）をさらに使用するように構成さ
れることもできるし、差分ＧＰＳ技術を使用して作動するように構成されることもできる
。モジュール１５０は制御装置１３０に結合されて、ツール５２の地理的位置の表示を制
御装置１３０に提供する。位置検出モジュール１５０は、好ましくはツール５２の内部コ
ンポーネントであるが、外部にあり、適当な無線又は有線通信プロトコル、たとえばBlue
tooth １２４、ＲＦＩＤ１２８などを使用して、それに通信的に結合されることもできる
。なおさらに、位置検出モジュール１５０は一般にＧＰＳモジュール１５０として説明さ
れるが、既知の固定位置を有する無線トランシーバとの無線通信の相対的強さに基づいて
手持ち型フィールドメンテナンスツールの位置を三角測量するための他の技術を使用する
こともできる。そのような無線三角測量技術の例は、三つ以上の固定位置ＷｉＦｉ通信ポ
イント、またはアクセスポイントとの通信に基づく手持ち型フィールドメンテナンスツー
ル５２の位置の三角測量を含む。なおさらに、先に述べたように、本発明の実施態様は、
一つ以上の無線プロセス通信プロトコルモジュール、たとえばモジュール１２１を使用す
る能力を含むこともできる。そのような三角測量技術は、固定位置無線フィールド装置と
の適当な数の無線対話を達成することができる場合にも使用することができる。最後に、
手持ち型フィールドメンテナンスツール５２の位置を得るために提供される様々な方法が
上述されているが、それらの方法を互いに組み合わせて使用して、さらなる精度及び／又
は冗長度を提供することもできる。さらに、ツール５２はまた、好ましくは、制御装置１
３０に結合されたコンパスモジュール１５２を含み、ツール５２が、それが指すコンパス
方位を示すことができるようになっている。最後に、ツール５２はまた、重力に対するツ
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に結合されたチルトモジュール１５４を含むことができる。しかし、さらなる感知軸が考
えられる。
【００１４】
　図３に図示されるように、手持ち型フィールドメンテナンスツール５２は、好ましくは
カメラ１５７を含む。カメラ１５７は、好ましくは、手持ち型フィールドメンテナンスツ
ール５２内に設置され、静止および／または動画を取得するように構成される。さらに、
カメラ１５７は音声入力を備えることもでき、サウンド付きリアルタイム動画録画を提供
することができる。
【００１５】
　手持ち型フィールドメンテナンスツール５２と任意のフィールド装置との間の事実上す
べての通信および対話は、フィールド装置の電子装置記述（ＥＤＤ）の把握または分析に
基づき実施される。電子装置記述は、個々のフィールド装置と併用して用いることができ
る機能、パラメータ、方法、およびメニューの網羅的なリストである。したがって、ＥＤ
Ｄは、一般的に、フィールド装置の製造元によって作成される。ＥＤＤは、フィールド装
置から入手可能なデータ、フィールド装置に関連付けられたデータの意味、フィールド装
置による実行のために入手可能な方法、フィールド装置と通信するフォーマット、および
フィールド装置についてのユーザインタフェース情報の網羅的なリストを記述するための
構造および方法を明記する、人間が読み取り可能な電子装置記述言語（ＤＤＬ）で記述さ
れ、このようにしてさまざまな表示およびメニューを生成、または、そうでなければユー
ザに提示できる。
【００１６】
　人間が読み取り可能な形態の電子装置記述言語ソースファイルは、単に電子装置記述と
して知られている機械読み取り可能ファイルを作るため、一般的にバイナリファイルへコ
ンパイルされる。その後、手持ち型フィールドメンテナンスツールによって採用されるの
は、この電子装置記述であって、電子装置記述にしたがってフィールド装置と対話する。
このような対話方法の１つは、具体的なフィールド装置に関する電子装置記述メニュー情
報に基づく、表示装置１２０上でのメニューの生成および提示を含む。単純なフィールド
装置にとっては、メニューは非常に単純、たとえば診断試験の表示、またはセンサを交換
する機能の提供であってもよい。しかしながら、現代のフィールド装置は、一般的に、診
断、プロセス変数の数学的分析、および構成と併せて、相当な量の動作を実施する。その
ため、現代のフィールド装置のためのメニューは、既にかなり複雑であり、新規の特徴お
よび機能が提供されているのでより複雑化している。たとえば、人間中心の設計原理を念
頭に置いて記述された電子装置記述であっても、数字キーのシーケンス（短縮キーとして
知られている）付きタスクのリストのほうがユーザにとってよりシンプルに理解しやすい
ことが分かる。たとえば、ユーザが、Emerson Process Managementによって販売されてい
る圧力トランスミッタ、たとえば3051 Rev. 7, Device Description Rev. 9のタグを変更
しようとするならば、製造元によって記述された短縮キーのシーケンスが、ユーザに２、
２、５、１のキーを押すよう知らせる。短縮キーの数字は、電子装置記述上のメニューの
列に対応し、手持ち式フィールドメンテナンス装置のキーパッド上でその数字を押すこと
で、メニューアイテムを選択する。しかしながら、ユーザはまだ、クイックインストール
ガイドにアクセスすること、またはいくつかの他の適切な場所から短縮キーのシーケンス
を見つけることができなければならない。そのうえ、ユーザはまだ、所望のタスクを行う
ために正しいキーの数字を押さなければならない。
【００１７】
　参照のために、下記の表１は、ミネソタ州ChanhassenのEmerson Process Managementか
ら入手可能なModel 3051 SMV圧力トランスミッタから入手可能な「完全に補正された質量
およびエネルギ流量」のための短縮キーを提供する。
【００１８】
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【００１９】
　表２は、「直接プロセス変数出力」のための短縮キーのさらに別のリストを提供する。
【００２０】
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【表２】

【００２１】
　上記表１および２に明記されているように、ユーザが所望するタスクの自然言語による
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記述は、本質的に、ユーザまたは技術者がそのタスクを実行するのを速やかに可能にする
キーのシーケンスを備える。ＥＤＤメニュー、およびそれに応じて短縮キーのシーケンス
が、所定の製造元から入手可能なフィールド装置、および確かに異なる製造元からのフィ
ールド装置の一つひとつのモデルによって異なる傾向にあるならば、技術者が効果的に記
憶できることは本当にない。そのため、技術者は、彼または彼女が対話するであろう一つ
ひとつのフィールド装置に関して、それらの装置のための短縮キーのシーケンスを採用す
るために、クイックインストールガイドのコピーまたは同等の書類を整備する必要がある
だろう。
【００２２】
　図４は、ＥＤＤで用いられるタイプを解説する代表的なメニュー階層を図示する概略図
である。メニュー２００は、その中で６つの別個のオプション２０４、２０６、２０８、
２１０、２１２、および２１４が入手可能な第１のレベル２０２を有する。このような各
オプションは、一般的に、たくさんのサブメニューを有する。図面を単純化するために、
メニューアイテム２０８のためのサブメニューだけを図４に図示する。メニューアイテム
２０８は、選択されると、４つの別個のサブメニューオプションをユーザに呈示するだろ
う。具体的には、サブメニューオプション２１６、２１８、２２０、および２２２が提供
される。まださらに、このような各サブメニューアイテムは、サブメニューアイテム等を
さらに有する。メニューアイテムおよび記述は一般的に直感的であり、それを通じて所望
のタスクを実行する終点に至るユーザのナビゲーションを容易にするのに役立つが、ユー
ザのタスクの初期構想は一般的に、第１のレベル２０２、メニューアイテムに、具体的に
は列挙されていないだろう。その代わりに、より一般的な、ユーザの概念的なタスクに合
致するかもしれないタスクタイプの記述が提供されるだろう。ユーザはまだ、選択された
タスクに至ることを期待してメニューツリーを横断する必要があるだろう。したがって、
短縮キーは、ユーザが、念頭に置いた具体的なタスクから始め、速やかに終点に至るため
に手持ち型フィールドメンテナンスツールにメニューキーをインプットするのを可能にす
る。
【００２３】
　本発明の実施形態によると、自動化されコンピュータにより実行される方法が提供され
ており、それによって手持ち式フィールドメンテナンス装置のユーザは容易に、短縮キー
のシーケンスを見つける、およびさらには直接タスクを選択する目的のために、手持ち型
フィールドメンテナンスツール上で直接クイックインストールガイドにアクセスすること
ができる。短縮キーのシーケンスタスクからのデータは、クイックインストールガイドに
明記されているように、好ましくは、ユーザが手持ち型フィールドメンテナンスツール上
に装置記述をロードするときに、装置記述に含まれる機械が読み取り可能なファイルに符
号化される。この追加の符号化されたファイルは、ユーザが手持ち型フィールドメンテナ
ンスツールを、サポートされたフィールド装置（そのために符号化された補助ファイルが
提供されている）に接続するときに、起動または、そうでなければ採用されて、手持ち型
フィールドメンテナンスツールの表示画面上のアイコンが、そのフィールド装置のための
自動化された短縮キーのシーケンスタスクが入手可能なことを表示するだろう。技術者、
またはユーザは、その後、手持ち型フィールドメンテナンスツール上に短縮キーのシーケ
ンスメニューを起動してもよく、ツール上のアプリケーションはユーザにとって入手可能
なすべてのタスクを表示するだろう。ユーザは、タスクの中からキーワード、たとえば「
較正」を検索してもよいし、または単にすべてのタスクから具体的なタスクを閲覧および
選択してもよい。ユーザがタスクを選択すると、手持ち型フィールドメンテナンスツール
は、符号化されている短縮キーのシーケンスにしたがって、自動的にＥＤＤメニューツリ
ーを横断するだろう。そのため、ユーザまたは技術者は、短縮キーのシーケンスをインプ
ットする必要すらない。その代わりに、ユーザは、クイックインストールガイドの処理に
おいて生成されたリストからタスクの選択だけはしなければならない。
【００２４】
　図５は、本発明の実施形態による手持ち型フィールドメンテナンスツールを用いてタス
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クに基づくフィールドメンテナンスを提供する方法の流れ図である。方法２４０は、少な
くとも１つのＥＤＤが手持ち型フィールドメンテナンスツールにロードされるブロック２
４２で始まる。ブロック２４４で、１つ以上のフィールド装置に関する短縮キーのシーケ
ンスデータも、手持ち型フィールドメンテナンスツールにロードされる。ただし、ブロッ
ク２４２および２４４は、電子装置記述言語が認めれば、組み合わせられてもよいし、ま
たは短縮キーのシーケンスに関するタスクの記述が認めるように変更される。そのうえ、
ブロック２４２および２４４は、一般的に少なくとも１つのフィールド装置について実施
されるが、メモリ技術は、ブロック２４２および２４４が市販されているすべてのフィー
ルド装置について事実上実行し得るような範囲で進歩している。ブロック２４６で、手持
ち型フィールドメンテナンスツールは、フィールド装置と通信可能に連結される。このよ
うな連結が発生すると、手持ち型フィールドメンテナンスツールは、それが接続されたフ
ィールド装置のタイプを判定し、さらに、ブロック２４８で表示されるように、短縮キー
のシーケンスデータが、連結されたフィールド装置にとって入手可能かどうかを判定する
。短縮キーのシーケンスデータが入手可能でなければ、制御はブロック２５０へ渡され、
動作は、通常通りに起こり、タスクに基づくフィールドメンテナンスで補足されない。し
かしながら、短縮キーのシーケンスデータが、連結されたフィールド装置で入手可能であ
れば、制御は、タスクに基づくフィールドメンテナンスが認められるブロック２５２へ渡
される。表示は、好ましくは、メニューアイコン、警報音、またはタスクに基づくフィー
ルドメンテナンスが使用可能なその他の適切なインジケータの表示によって、ユーザまた
は技術者に提供される。ユーザまたは技術者が、彼または彼女がタスクに基づくフィール
ドメンテナンス動作を実施しようとすることを表示すれば、制御は、タスク選択が発生す
るブロック２５４へ渡される。上記に明記されているように、タスク選択は、任意の数の
方法で実施してもよい。たとえば、ユーザは、１つ以上のキーワードを受信して、ユーザ
が、所望のタスクが潜在的に位置するさまざまなタスクの中から検索するのを可能にし得
るテキストボックスを呈示されてもよい。しかしながら、タスク選択は、単にユーザがす
べての入手可能なタスクを閲覧し、１つを選択することを可能にすることによって発生で
きる。いったんブロック２５４でタスクが選択されると、方法２４０は、手持ち型フィー
ルドメンテナンスツールの制御装置１３０に、ブロック２５６で表示されるように、選択
されたタスクに関する短縮キーのシーケンスデータを調べさせる、または、そうでなけれ
ば選択されたタスクに関する短縮キーのシーケンスデータにアクセスさせる。いったんこ
のようなデータがアクセスされると、手持ち型フィールドメンテナンスツールは、まるで
ユーザが実際に短縮キーのシーケンスデータをテンキー自体にインプットしたかのように
、短縮キーのシーケンスデータにしたがってフィールド装置のメニューを自動的に横断す
る。これは、ブロック２５８で表示されている。
【００２５】
　図６は、本発明の実施形態によるユーザ生成タスクを作成する方法の流れ図である。方
法２６０は、ユーザが、タスクを作成する要望を表示するブロック２６２で始まる。これ
は、手持ち型フィールドメンテナンスツール上、表示装置１２０（表示装置１２０がタッ
チパネルである実施形態において）上、または任意のその他の適切な方法で「タスクを作
成する」ボタンを押すことと同じぐらい簡単にできる。方法２６０は、ブロック２６４に
続き、ユーザが、インプットされるタスクの名前、または自然言語による記述をインプッ
トする。次に、ブロック２６６で、ユーザは、タスクに関連付けられた機能を実行するた
めに、特定のフィールド装置のメニューツリーを横断するキーのシーケンスをインプット
する。最後に、ブロック２６８で、タスクが保存される。手持ち型フィールドメンテナン
スツールが、そのときにフィールド装置と連結されれば、フィールド装置とユーザ作成タ
スクとの間の関連付けは、後で実行されるように手持ち型フィールドメンテナンスツール
上でローカルに保存されること、および／または外部装置、たとえば資産管理システム等
にアップロードされることができる。くわえて、ユーザ作成タスクは、手持ち型フィール
ドメンテナンスツールと連結されたフィールド装置のタイプに関連付けられてもよい。こ
の方法では、ユーザ作成タスクは、装置タイプを共有する他のフィールド装置上で実行す
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ることができる。タスク作成時に手持ち型フィールドメンテナンスツールと連結されたフ
ィールド装置がなければ、ユーザが、好ましくは、ＥＤＤが現在手持ち型フィールドメン
テナンスツールに保存されている（新規作成タスクとの関連付けのために）すべてのフィ
ールド装置の中からフィールド装置を選択することを促されることができる。
【００２６】
　本発明のここまでの実施形態は、一般的に、所望のタスクに基づき、フィールド装置の
時には煩雑となるメニュー構造とのユーザ対話を容易にしてきたが、別の改良は、具体的
に、ユーザのメニューツリー自体の横断を容易にする。図２で表示されるように、手持ち
型フィールドメンテナンスツールの物理的表示サイズは、比較的制限されている。そのう
え、今までは、ユーザがあるメニューレベル、たとえば図４に図示されるメニューレベル
２０２上で対話すると、その特定のレベルのメニューアイテムだけがユーザに表示される
。たとえば、ユーザがメニューレベル２０２上で対話するならば、アイテム２０４、２０
６、２０８、２１０、２１２、および２１４だけが表示されるだろう。これは、ユーザま
たは技術者がメニューツリー全体に対してどこにいるのかを知ることを困難にすることが
ある。さらに、ユーザは、メニューツリー内で、どこから来たのか、および彼らが望む特
定のメニュー終点に至るまでにいくつのレベルがあるのかを知り得ない。多くの場合、ユ
ーザが扱っているフィールド装置のためのユーザマニュアルは、完全な（またはほぼ完全
な）メニューを有するだろう。これは、メニューツリー内で、ユーザに、彼らがどこにい
る必要があるかを明らかに示すので、ユーザによって参照されることが多い。しかしなが
ら、手持ち型フィールドメンテナンスツールは一度に１つのメニューレベルだけを表示す
ることができるので、メニューツリー内で終点に至るまでにとる必要がある経路を判定す
るのは、まだ時には困難になり得る。
【００２７】
　図７は、本発明の実施形態による手持ち型フィールドメンテナンスツール上でメニュー
マップを提供する方法の流れ図である。方法３００は、手持ち型フィールドメンテナンス
ツールがフィールド装置と通信可能に連結されるブロック３０２で始まる。手持ち型フィ
ールドメンテナンスツールがまずフィールド装置と通信すると、手持ち型フィールドメン
テナンスツールは、ブロック３０４で表示されるように、フィールド装置のメニューのた
めに入手可能なマップを有しているか判定する。本明細書で用いられるように、マップは
実質的に、フィールド装置のメニュー構造の絵画的表現である。マップは、ＥＤＤととも
に提供される独立した画像ファイルであってもよいし、あるいはフィールド装置のための
ＥＤＤファイルを分析または、そうでなければ解析することによって手持ち型フィールド
メンテナンスツールによって生成された画像であり得る。このようなマップが入手可能な
らば、アイコンは、このような趣旨で、ブロック３０６で示されるようにマップビューが
使用可能であることを表示する手持ち型フィールドメンテナンスツール表示装置１２０上
に、表示されてもよい。アイコンがユーザによって選択されれば、手持ち型フィールドメ
ンテナンスツール表示装置は、ブロック３０８で表示されるように、標準メニュービュー
からマップビューに変化するだろう。上記に明記されているように、フィールド装置メニ
ューは比較的複雑であり、ますますそうなる。したがって、いくつかの実施形態では、メ
ニューマップ全体は、表示装置１２０に収まらないが、まだ判読できるかもしれない。好
ましくは、アイコンの色および／または形状は、マップ内で入手可能な、あるタイプのタ
スクまたは特徴を識別するのに用いることができる。手持ち型フィールドメンテナンスツ
ールは、メニューマップ全体が所望の解像度および場所を得るための動作、たとえばズー
ム、パン、または上／下への移動を発生させる入力を受信する。これは、ユーザが、たと
えばスマートフォン上で地理的マップと対話する方法と同様だろう。いったんユーザまた
は技術者がメニューマップ自体内の所望の場所に至ったら、ユーザは、ブロック３１０で
表示されるように、彼らが必要とするマップの一部を選択してもよい。その一部を選択す
ると、手持ち型フィールドメンテナンスツールは、ブロック３１２で表示されるように、
ユーザが所望のタスクを終了することができる標準メニュービューへスイッチバックする
だろう。好ましくは、ユーザが所望のタスクを終了したとき、マップアイコンは、ユーザ
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が対話マップへ戻ることができるように、まだ利用可能である。このようにして、ユーザ
は、高速および直感的な方法でメニュー階層内の複数のレベルの中を移動することができ
る。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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